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は
じ
め
に

木
　
下
　
憲
　
治

　
『
親
族
、
友
人
、
臣
下
　
初
期
中
世
に
於
け
る
集
団
的
紐
帯
の
政
治
的
位
置
価

値
』
と
題
す
る
本
書
は
一
九
九
学
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学

中
世
史
教
授
ゲ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ホ
フ
は
一
九
四
三
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
一
九
七
四

年
博
士
学
位
（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
）
、
一
九
八
一
年
教
授
資
格
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
コ
　

大
学
）
を
取
得
し
た
。
近
年
は
『
オ
ッ
ト
ー
三
世
』
『
中
世
に
於
け
る
政
治
の
ル
ー

ロ
　
　ル
』
等
の
著
作
を
発
表
し
て
い
る
。

　
本
書
の
執
筆
目
的
は
著
者
の
言
に
よ
れ
ば
「
中
世
に
お
け
る
集
団
的
結
合
の
政

治
的
側
面
の
可
能
な
限
り
史
料
に
近
い
表
現
を
用
い
て
、
中
世
の
支
配
山
社
会
秩

序
の
機
能
（
聞
§
蓋
。
巳
曾
曾
）
と
『
ル
ー
ル
』
に
つ
い
て
の
知
見
を
訂
正
す
る
こ
と

（一

~
）
」
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
彼
が
訂
正
を
目
指
し
て
い
る
も
の
が
二
つ
見
つ
け

ら
れ
る
。
一
方
は
従
来
の
研
究
で
あ
り
、
他
方
は
依
拠
す
べ
き
史
料
の
問
題
で
あ

る
。　

現
実
の
政
治
動
向
に
翻
弄
さ
れ
、
西
洋
中
世
を
「
中
央
集
権
国
家
」
と
し
て
捉

え
た
十
九
世
紀
史
学
が
現
代
史
学
の
批
判
に
堪
え
な
い
の
は
論
を
待
た
な
い
が
、

著
者
の
批
判
は
今
世
紀
初
期
の
ド
イ
ツ
史
学
に
も
及
ん
で
い
る
。
今
世
紀
初
期
の

ド
イ
ツ
史
学
は
、
十
九
世
紀
史
学
と
同
様
に
政
治
的
影
響
の
下
で
発
達
し
た
。
つ

ま
り
、
国
家
社
会
主
義
の
影
響
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
歴
史
学
が
十
九
世
紀
史

学
に
よ
る
制
度
的
国
制
像
を
克
服
し
「
人
的
結
合
国
家
」
概
念
を
提
起
し
た
の
は

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
歴
史
学
は
中
世
の
人
的
紐
帯
の
酵
素

（
閃
①
舅
①
口
け
）
と
し
て
の
「
ゲ
ル
マ
ン
的
誠
実
」
を
強
調
し
た
。
結
果
、
今
世
紀
初
期

の
ド
イ
ツ
史
学
は
、
人
的
紐
帯
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
確
定
で
き
な
い
社
会
を
姐
上

に
戴
せ
な
が
ら
、
最
上
位
の
人
的
紐
帯
を
示
唆
す
る
「
国
家
」
概
念
か
ら
脱
却
し

な
か
っ
た
。
更
に
、
「
ゲ
ル
マ
ン
的
誠
実
」
を
媒
介
に
し
て
構
築
さ
れ
る
ヘ
ル
シ
ヤ

フ
ト
的
集
団
を
、
自
余
の
人
的
集
団
に
比
し
て
重
要
視
す
る
誤
謬
を
お
か
し
た
。

　
中
世
諸
集
団
を
研
究
す
る
際
に
依
拠
す
べ
き
史
料
に
つ
い
て
も
著
者
は
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
中
世
に
は
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
如
き
記
述
民
族
誌
は
存
在
し
な
い
。
故

に
、
従
来
の
研
究
で
は
法
史
料
や
理
論
的
思
想
家
の
著
作
が
史
料
と
し
て
用
い
ら

れ
た
。
中
世
に
於
い
て
既
に
、
ヒ
ン
ク
マ
ー
ル
『
宮
廷
制
度
論
』
や
ド
ゥ
オ
ダ

e
含
。
α
p
）
『
鑑
』
（
爵
監
δ
が
諸
集
団
の
相
互
作
用
や
対
敵
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
的
思
想
家
は
世
界
を
秩
序
観
念
（
例
え
ば
国
家
を
入
体

に
喩
え
る
方
法
）
で
描
く
こ
と
に
腐
心
し
、
集
団
間
の
闘
争
を
「
消
耗
作
用
」
「
悪

魔
の
は
た
ら
き
」
の
よ
う
な
非
難
中
傷
で
描
く
こ
と
に
終
始
し
た
。
こ
の
観
点
か

ら
理
論
的
思
想
家
の
史
料
は
検
討
に
値
し
な
い
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
著
者
は
理

論
的
思
想
家
の
史
料
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
史
料
の
比
較
検
討
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
。
別
け
て
も
、
著
者
は
歴
史
記
述
（
霞
。
。
8
ぎ
鴨
9
甑
Φ
）
と
『
ゲ
ル
マ

ニ
ア
』
を
重
視
し
て
い
る
。
歴
史
記
述
の
第
一
の
目
的
は
人
間
集
団
の
協
力
と
敵

一52一



介紹

対
に
つ
い
て
記
録
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
王
家
、
貴
族
家
門
、
修
道
院
等
の
集

団
の
歴
史
や
起
源
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
集
団
の
自
意
識
に
つ
い
て
の
情
報
が
得

ら
れ
る
。
但
し
、
貴
族
の
家
修
道
院
等
に
残
さ
れ
た
「
歴
史
記
述
」
に
は
、
阿
談

追
従
や
キ
リ
ス
ト
教
的
教
訓
話
の
捏
造
の
た
め
に
特
定
の
歴
史
事
実
が
強
調
さ
れ

た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
著
者
は
「
歴
史
記
述
」
を
無
批
判
に
用
い

る
こ
と
を
強
く
戒
め
て
い
る
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
を
中
世
史
で
用

い
る
こ
と
に
は
異
論
が
多
い
。
し
か
し
、
著
者
は
『
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
の
記
述
が
、

中
世
の
行
動
様
式
と
状
況
に
酷
似
し
て
い
る
点
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
的
著
作
家

が
嫌
悪
し
た
、
戦
争
に
於
け
る
栄
誉
や
、
酒
宴
に
於
け
る
共
同
決
定
を
積
極
的
に

評
価
し
て
い
る
点
を
挙
げ
、
留
保
つ
き
な
が
ら
も
『
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
の
史
料
価
値

を
認
め
て
い
る
。
著
者
は
叙
上
の
よ
う
に
先
行
研
究
を
批
判
し
た
上
で
、
中
世
に

於
い
て
い
か
な
る
集
団
が
、
い
か
に
し
て
政
治
決
定
と
公
的
生
活
に
影
響
を
与
え

た
の
か
を
叙
述
史
料
の
再
解
釈
と
近
年
の
中
世
史
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
て
再
確

認
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
著
者
が
本
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
中
世
諸
集
団
の
研
究
に
着
手
し
た
の
は
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
主
宰
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
の
「
中
世
に
於
け
る
集
団

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

的
紐
帯
と
集
団
意
識
」
と
い
う
共
同
研
究
に
参
加
し
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
。
こ

の
共
同
研
究
で
彼
ら
は
ボ
ー
デ
ン
湖
地
域
の
記
念
帳
（
∩
甲
Φ
α
Φ
5
屏
げ
⇔
ユ
P
Φ
∋
）
の
再
分
類
、

再
評
価
を
行
っ
た
。
更
に
、
彼
が
在
籍
す
る
ミ
ュ
ン
ス
タ
：
大
学
で
の
「
中
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

於
け
る
実
用
的
文
書
の
担
い
手
、
分
野
、
生
成
」
に
参
加
し
た
こ
と
で
こ
の
研
究

は
促
進
さ
れ
た
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
各
章
章
の
節
は
紙
幅

の
都
合
で
割
愛
す
る
。

序
言
2
。
暑
。
冨
）

第
一
章

第
二
章

第
三
譜

第
四
章

第
五
書

駒
六
章

出
発
点
曾
ω
α
q
o
口
α
q
・
。
建
業
け
）

親
族
集
団
2
①
ヨ
p
巳
8
口
四
己
署
窪
）

共
同
体
的
集
団
（
Ω
①
謬
8
・
。
Φ
器
。
匿
窪
9
。
。
け
謹
製
⑩
冨
①
Ω
凄
召
①
）

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
黛
①
箒
8
訂
窪
魯
・
。
丸
心
窪
舞
Φ
O
首
題
①
）

儀
礼
（
困
ε
巴
Φ
）

結
論
（
Q
り
。
出
漁
ゆ
）

　
著
者
自
身
が
設
定
し
た
問
題
の
う
ち
、
本
書
で
彼
が
如
何
な
る
結
論
を
得
て
い

る
か
、
殊
に
我
が
国
で
は
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
見
解
、
乃
至
は
通
説
と
異

な
る
見
解
に
つ
い
て
、
筆
者
の
理
解
し
た
と
こ
ろ
を
叙
述
す
る
こ
と
で
本
書
全
体

の
紹
介
に
代
え
た
い
。
本
稿
第
二
節
で
、
政
治
領
域
で
は
共
同
体
の
価
値
が
高

か
っ
た
と
す
る
著
者
の
所
説
を
、
第
三
節
で
危
機
の
時
代
に
於
け
る
人
的
紐
帯
の

収
束
に
つ
い
て
、
第
四
節
で
初
期
中
世
と
い
う
国
家
的
機
構
が
未
発
達
な
社
会
に

於
け
る
政
治
的
意
思
形
成
手
段
と
し
て
の
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
　
政
治
状
況
の
形
成
に
影
響
を
与
え
る
諸
集
団

（
1
）
親
族
集
団

　
親
族
集
団
は
民
族
移
動
期
に
は
移
住
・
軍
事
共
同
体
と
し
て
高
い
価
値
が
あ
っ

た
。
初
期
・
早
期
中
世
に
お
い
て
は
フ
ェ
ー
デ
土
曜
同
体
と
し
て
、
ま
た
官
職
の
配

分
や
祈
濤
援
助
（
∩
Ψ
Φ
σ
①
け
げ
帥
額
）
の
際
に
親
族
集
団
が
機
能
し
た
。
最
小
の
親
族
集
団

は
家
族
で
あ
り
、
家
族
が
ジ
ッ
ペ
と
い
う
上
位
団
体
に
組
織
さ
れ
る
こ
と
で
初
め

一一 T3一



西洋史論集

て
政
治
的
有
効
性
を
獲
得
す
る
と
い
う
の
が
法
制
史
の
通
説
で
あ
る
。
家
族
は
家

長
と
い
う
頂
点
を
持
ち
明
確
な
範
囲
を
伴
う
親
族
集
団
と
し
て
自
明
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
ジ
ッ
ペ
は
レ
ー
ン
、
官
職
、
所
領
の
如
き
客
観
的
基
礎
を
持
た
ず
、
そ

の
規
模
も
一
定
で
は
な
い
。
も
し
、
ジ
ッ
ペ
が
政
治
的
に
有
効
で
あ
れ
ば
、
意
思

統
一
を
目
的
と
す
る
組
織
化
や
執
行
機
関
が
付
随
す
る
こ
と
は
基
本
的
前
提
で
あ

る
は
ず
だ
。
初
期
中
世
に
於
い
て
は
結
婚
し
た
男
子
は
自
分
自
身
の
ジ
ッ
ペ
、
母

親
の
ジ
ッ
ペ
、
妻
の
ジ
ッ
ペ
に
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況
で
ジ
ッ
ペ

に
お
け
る
政
治
的
意
思
統
一
は
至
難
で
あ
る
。

　
著
者
は
更
に
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
イ
ー
に
よ
る
研
究
結
果
を
援
用
し
て
論
を
進

め
る
。
テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
有
力
者
の
ジ
ッ
ペ
へ
の
所
属
状

　
　
　
　
　
ら
レ

況
を
調
査
し
、
ジ
ッ
ペ
に
所
属
し
て
い
な
い
有
力
者
の
存
在
を
解
明
し
た
。
ミ
ハ

エ
ル
・
ボ
ル
ゴ
ル
テ
の
「
翼
壁
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
と
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
ア
レ
マ
ニ

　
　
　
　
　
　
ロ
　

エ
ン
地
域
の
伯
」
で
は
、
伯
と
ジ
ッ
ペ
の
対
応
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
K
・
F
・

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
「
カ
ー
ル
大
帝
の
帝
国
に
お
け
る
主
要
貴
族
家
門
」
で
は
、
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

貴
族
の
命
名
法
か
ら
ジ
ッ
ペ
に
於
け
る
血
統
上
の
繋
が
り
を
確
認
し
た
が
、
ジ
ッ

ペ
の
成
員
が
互
い
に
交
流
し
共
属
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
こ
の

命
名
の
原
理
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
ア
ギ
ロ
ル
フ
ィ
ン
グ
家
の
貴
族
集
団
に
、
中

世
人
全
て
が
加
え
ら
れ
得
る
い
う
奇
妙
な
結
果
は
、
ジ
ッ
ペ
が
意
識
的
現
象
で

あ
っ
て
、
確
定
さ
れ
た
集
団
で
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
フ
ェ
ー
デ
に
お

い
て
ジ
ッ
ペ
が
機
能
す
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
ジ
ッ
ペ
集
団
が
事
前
に
ど
れ
ほ
ど

集
団
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
個
々
の
場
合
に
依
存
し
た
。
結
局
、
著
者
は
九
世
紀

以
降
は
貴
族
ジ
ッ
ペ
は
政
治
状
況
の
形
成
に
は
影
響
し
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
九
世
紀
の
一
大
変
革
は
、
貴
族
ジ
ッ
ペ
を
多
大
な
影
響
に
さ
ら
し
た
。
つ
ま

り
、
分
割
相
続
か
ら
長
子
単
独
相
続
へ
の
移
行
並
び
に
、
官
職
・
レ
ー
ン
の
世
襲

化
に
伴
う
影
響
で
あ
る
。
親
族
中
で
最
高
位
の
官
職
の
所
有
者
が
指
導
的
地
位
を

確
保
し
、
貴
族
は
管
理
相
続
す
べ
き
財
産
を
客
観
的
基
礎
と
し
て
「
貴
族
氏
族
」

を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
親
族
集
団
は
、
か
か
る
「
貴
族
氏
族
」
が
成
立
し
て
初

め
て
政
治
状
況
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
だ
が
、
自
余

の
人
的
集
団
と
比
較
し
て
親
族
集
団
が
政
治
領
域
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た
と
断

定
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
官
職
や
司
教
職
の
配
分
で
親
族
集
団
が
著
し
い
影
響

を
与
え
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ッ
ペ
の
み
な
ら
ず
貴
族
氏
族
も
ま
た

フ
エ
ー
デ
共
同
体
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
更
に
、
親
族
集
団
は
犯
罪
者

の
身
元
引
受
を
行
っ
た
。
石
器
援
助
を
も
親
族
集
団
が
担
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
親
族
集
団
は
生
活
の
全
領
域
で
保
護
と
援
助
を
提
供
し
た
。
但
し
、
考

察
対
象
は
政
治
力
学
の
場
に
於
け
る
影
響
力
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
要
が
あ

る
。
祈
薦
援
助
は
政
治
力
学
の
場
で
は
無
意
味
で
あ
る
。
フ
ェ
ー
デ
も
ま
た
純
粋

な
親
族
フ
ェ
…
デ
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
希
で
あ
り
、
友
人
や
封
臣
、
後
に
は

ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
レ
ー
ス
が
加
わ
っ
た
。
犯
罪
者
の
引
受
け
は
極
め
て
高
い
官
職
に

あ
る
場
合
に
の
み
考
慮
の
対
象
と
な
る
。
官
職
の
配
分
の
際
に
親
族
贔
屓
を
す
る

の
は
著
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
人
類
学
的
定
数
（
ス
。
諺
＄
9
①
）
」
、
つ
ま
り
普
遍

史
的
現
象
で
あ
る
。
親
族
集
団
が
ま
ず
第
一
に
政
治
力
学
の
場
で
影
響
を
与
え
た

と
す
る
結
論
は
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
共
同
体

中
世
史
研
究
に
於
い
て
共
同
体
は
、
都
市
や
農
村
と
い
っ
た
現
象
と
結
び
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
著
者
は
友
愛
関
係
（
男
り
Φ
口
笥
α
Q
o
O
ご
餌
坤
）
を
重
視
し
て
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い
る
。
中
世
の
友
愛
関
係
は
感
情
の
産
物
で
は
な
く
、
協
約
的
性
格
を
備
え
て
い

た
。
友
愛
関
係
に
入
っ
た
者
は
平
等
で
、
全
生
活
領
域
で
の
保
護
と
援
助
を
義
務

づ
け
ら
れ
た
。
友
愛
関
係
と
自
余
の
共
同
体
の
異
同
は
後
者
が
都
市
に
顕
著
な
制

度
的
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
序
列
が
重
大
な
意
義
を
持
つ
中
世
に
於
い
て
平
等
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
友
人
の
政
治
的
な
意
味
は
多
大
で
あ
っ
た
の
で
、
著
者
は

共
同
体
を
考
察
す
る
際
に
友
愛
関
係
を
も
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具

体
的
条
項
に
よ
っ
て
権
利
・
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
中
世
で

は
「
友
愛
」
関
係
は
個
人
間
か
ら
国
家
間
に
及
ん
だ
。
フ
ェ
ー
デ
の
和
解
は
当
事

者
が
「
友
人
」
に
な
る
こ
と
で
収
拾
さ
れ
た
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
諸
王
、
カ
ロ
リ
ン

グ
諸
王
は
外
国
君
主
と
友
愛
関
係
（
糊
立
夏
誉
⑨
を
結
ん
だ
。
八
四
二
年
の
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
の
誓
い
も
ま
た
誓
約
友
愛
関
係
（
ω
0
7
≦
⊆
昨
Φ
信
星
位
◎
q
O
げ
ゆ
帥
）
で
あ
っ
た
。
カ
ロ
リ

ン
グ
諸
王
は
ノ
ル
マ
ン
人
や
デ
ー
ン
人
と
レ
ー
エ
ン
関
係
を
結
ぶ
際
彼
ら
と
友
人

に
な
っ
た
。
後
段
で
言
及
す
る
が
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
も
ま
た
友
愛
関
係
の
紐
帯

を
重
視
し
た
。
十
世
紀
に
於
い
て
高
位
聖
職
者
が
政
治
的
影
響
を
増
大
さ
せ
る

が
、
彼
ら
も
魂
の
救
い
の
目
的
で
互
い
に
「
友
人
」
関
係
に
な
っ
た
。
そ
の
司
教

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
成
因
と
し
て
司
教
の
政
治
的
発
言
力
が
伸
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
共
同
体
の
中
で
も
特
定
の
目
的
で
結
び
つ
い
た
コ
ン
ユ
ラ
テ
イ
オ
の
政
治
的
影

響
力
は
殊
更
強
力
で
あ
っ
た
。
政
治
指
導
層
の
コ
ン
ユ
ラ
テ
イ
オ
は
政
治
目
的
達

成
の
た
め
に
誓
約
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
定
期
的
宴
会
で
共
同
体
意
識
を
高
揚
し

た
。
コ
ン
ユ
ラ
テ
イ
オ
の
名
称
は
雲
華
リ
ン
グ
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
出
現
す
る

が
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
以
来
政
治
目
的
の
共
同
体
的
集
団
は
観
察
さ
れ
る
。

オ
ッ
ト
ー
朝
期
に
は
コ
ン
ユ
ラ
テ
ィ
オ
は
一
定
の
集
会
場
を
持
ち
、
そ
こ
で
宴
会

を
行
っ
た
。
著
者
は
コ
ン
ユ
ラ
テ
イ
オ
が
一
定
の
集
会
場
を
確
保
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
コ
ン
ユ
ラ
テ
イ
オ
と
は
そ
れ
ま
で
見
ず
知
ら
ず
の
人
間
が
参
集
し
た
の
で

は
な
く
、
緊
急
の
政
治
目
的
が
既
存
の
人
的
紐
帯
を
活
性
化
し
た
と
推
測
し
て
い

る
。
政
治
的
コ
ン
ユ
ラ
テ
ィ
オ
は
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
は
極
刑
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
た
。
こ
れ
．
は
コ
ン
ユ
ラ
テ
イ
オ
の
持
つ
政
治
的
影
響
力
の
裏
書
き
で
あ
る
。

（
3
）
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団

　
レ
ー
エ
ン
制
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
は
従
士
制
と
い
う
前

駆
体
か
ら
誕
生
し
た
。
今
世
紀
初
期
の
歴
史
学
で
は
従
士
と
主
人
の
結
合
は
「
ゲ

ル
マ
ン
的
誠
実
」
を
媒
介
と
す
る
自
発
的
結
合
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
近
年
の
歴
史
学
は
従
士
は
主
人
と
の
共
同
決
定
権
を
求
め
主
人
と
結
合
し

た
と
し
て
い
る
。
こ
の
共
同
決
定
の
重
要
性
は
既
に
『
グ
ル
マ
ニ
ア
』
に
現
れ
て

い
た
。
実
際
、
従
士
団
は
抽
象
的
誠
実
で
は
な
く
、
多
分
に
戦
利
品
の
分
配
に

よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
従
士
も
主
人
も
必
要
と
あ
れ
ば
、
裏
切
り
、
策

　
　
　
　
　
リ
ロ

略
を
用
い
た
。
郵
駅
リ
ン
グ
家
が
そ
の
成
立
期
に
、
教
会
財
産
を
従
士
に
付
与
し

た
こ
と
で
カ
ロ
リ
ン
グ
家
と
従
士
の
関
係
が
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
土
地
貸
付
と
い

う
恩
賞
は
兵
農
分
離
に
も
寄
与
し
、
贈
賄
リ
ン
グ
家
の
軍
事
力
を
増
強
す
る
こ
と

に
も
資
し
た
。
つ
ま
り
、
レ
ー
エ
ン
制
・
従
士
智
見
に
宣
誓
に
よ
っ
て
成
立
す
る

が
、
「
ゲ
ル
マ
ン
的
誠
実
」
よ
り
も
寧
ろ
現
実
的
な
利
害
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
で
は
親
族
集
団
、
共

同
体
的
集
団
と
異
な
り
主
人
・
臣
下
の
二
者
の
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
、
特
別
な
宣

誓
を
経
ず
し
て
は
同
一
の
主
人
に
仕
え
る
封
臣
・
従
士
の
間
に
も
何
ら
の
義
務
が

　
　
　
　
　
ハ
け
　

生
じ
な
か
っ
た
。
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中
世
に
於
い
て
親
族
集
団
、
共
同
体
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
の
間
に
優
先
順

位
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
は
概
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
親
族

や
共
同
体
の
紐
帯
が
優
先
さ
れ
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
紐
帯
は
後
塵
を
拝
す
る
こ
と

が
常
で
あ
っ
た
。
オ
ッ
ト
ー
大
帝
は
官
職
の
「
封
建
化
」
に
対
し
闘
争
を
挑
み
、

い
わ
ゆ
る
「
オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ク
セ
ン
朝
帝
国
教
会
制
度
」
を
導
入
し
た
。
オ
ッ
ト
ー

は
国
王
財
産
と
レ
ガ
ー
リ
エ
ン
の
管
理
運
用
を
帝
国
教
会
に
委
ね
た
。
こ
の
司
教

達
は
高
級
貴
族
の
家
系
出
身
で
、
宮
廷
聖
堂
で
宮
廷
司
祭
と
し
て
奉
仕
し
、
国
王

と
は
特
別
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
。
だ
が
、
も
し
国
王
と
有
力
者
が
闘
争
を

行
え
ば
、
司
教
は
国
王
で
は
な
く
自
ら
の
親
族
集
団
に
与
し
た
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
の
政
治
的
価
値
は
そ
れ
ほ
ど
高
く

量
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
親
族
集
団
は
確
か
に
貴
族
氏
族
と
い
う
形
で
政
治

状
況
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
の
政
治

闘
争
は
「
ジ
ッ
ペ
集
会
」
や
「
氏
族
集
会
」
で
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
政
治

闘
争
に
お
い
て
は
コ
ン
ユ
ラ
テ
イ
オ
が
ま
ず
初
め
に
存
在
し
た
。
後
段
で
触
れ
る

が
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
中
期
か
ら
十
世
紀
に
於
い
て
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
は
共
同

体
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
著
者
は
政
治
領
域
に
お
い
て
は

共
同
体
的
集
団
の
価
値
を
強
調
し
て
い
る
。

三

危
機
の
時
代
に
於
け
る
人
的
紐
帯
の
収
束

　
一
支
配
の
安
定
化
の
　
方
策
1

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
と
共
同
体
、
親
族
集
団
が
対
立
す
る
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。
横
暴
な
主
人
に
対
し
て
従
士
や
封
臣
が
抵
抗
し
よ
う
と
す
れ
ば
抵
抗

を
目
途
と
す
る
共
同
体
が
作
ら
れ
る
。
こ
れ
は
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
以
来
は
コ
ン
ユ

ラ
テ
ィ
オ
と
称
さ
れ
政
治
的
闘
争
に
お
い
て
普
通
に
見
ら
れ
た
。
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

的
集
団
と
親
族
集
団
の
対
立
も
ま
た
観
察
さ
れ
る
。
ジ
ッ
ペ
は
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代

に
は
既
に
政
治
的
有
効
性
を
失
う
途
上
に
あ
っ
た
。
ジ
ッ
ペ
は
閉
鎖
的
、
独
立
的

で
行
為
能
力
を
有
す
る
集
団
で
あ
る
か
ら
、
カ
ロ
リ
ン
グ
帝
国
の
創
始
と
と
も
に

姿
を
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
実
際
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
は
オ
ル
レ
ア
ン
司

教
エ
ウ
カ
リ
ゥ
ス
（
］
図
に
0
7
P
ユ
ロ
し
り
く
O
⇔
○
円
一
⑪
O
切
）
を
そ
の
ジ
ッ
ペ
の
成
員
と
共
に
追
放
し

て
、
こ
の
発
達
し
た
ジ
ッ
ペ
を
根
絶
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集

団
と
自
余
の
集
団
の
対
立
は
随
所
で
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
世
に
於
け
る
集
団

の
相
互
作
用
は
対
立
ば
か
り
で
は
な
い
。
殊
に
危
機
の
時
代
に
は
、
人
的
紐
帯
の

混
合
が
観
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
一
世
没
後
の
、
帝
国
分
割
が
予
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　

さ
れ
る
政
治
的
混
乱
の
中
で
、
大
ピ
ピ
ン
と
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
の
側
近
で
あ
っ
た
ケ
ル

ン
大
司
教
ク
ニ
ベ
ル
ト
（
ス
¢
昌
σ
㊦
訴
）
は
、
以
前
か
ら
の
友
愛
関
係
を
再
確
認
・
強
化

し
た
。
そ
し
て
、
両
者
は
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
の
従
士
全
員
と
友
愛
関
係
を
結
ぶ
こ

と
を
画
策
し
、
彼
ら
の
協
力
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
た
。
憲
章
リ
ン
グ
時
代
中
葉

か
ら
十
世
紀
の
危
機
の
時
代
に
お
い
て
は
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
紐
帯
、
親
族
の
紐

帯
、
共
同
体
的
・
盟
友
関
係
の
紐
帯
が
収
束
し
た
。
著
者
は
複
数
の
紐
帯
が
混
合

さ
れ
て
機
能
す
る
こ
と
を
紐
帯
の
収
束
（
窪
巳
鉱
目
嬉
と
称
し
て
い
る
。
同
盟
締
結

に
臨
み
、
ル
イ
敬
度
帝
夫
妻
は
デ
ー
ン
王
ハ
ロ
ル
ド
夫
妻
の
洗
礼
の
代
父
を
務
め

（
霊
的
親
族
関
係
）
、
祝
宴
を
開
き
、
共
に
狩
猟
を
行
い
（
友
愛
関
係
の
醸
成
）
、
そ

の
後
で
レ
ー
エ
ン
制
の
紐
帯
（
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
紐
帯
）
を
結
ん
だ
。
シ
ャ
ル
ル

三
世
が
ノ
ル
マ
ン
人
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
と
レ
ー
エ
ン
関
係
を
結
ん
だ
際
に
も
、
そ
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の
過
程
は
軌
を
一
に
し
た
。
シ
ャ
ル
ル
禿
頭
王
は
彼
の
王
国
で
既
に
結
ば
れ
て
い

た
有
力
者
間
の
友
愛
関
係
に
入
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
王
と
臣
下
が
友
人
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
治
世
に
お
い
て
極
致
に
達
し
た
。
ハ

イ
ン
リ
ヒ
一
世
は
幾
多
の
外
国
君
主
と
友
愛
関
係
を
結
ん
だ
。
西
フ
ラ
ン
ク
王
シ
ャ

ル
ル
単
純
王
、
フ
ラ
ン
ス
王
ロ
ベ
ー
ル
£
。
げ
露
く
8
澗
讐
Φ
8
ε
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ー

ゴ
㊧
仁
σ
q
。
く
8
騨
呂
豊
丘
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
更
に
、
彼
は
自
ら
の
結
婚
式
に
隣
人

（
七
三
◎
色
を
全
員
招
待
し
、
司
教
や
伯
の
居
館
を
訪
れ
宴
会
を
催
し
た
。
ハ
イ
ン
リ

ヒ
は
友
人
の
よ
う
に
愛
さ
れ
、
主
君
の
よ
う
に
尊
敬
さ
れ
た
と
い
う
。
著
者
は
ハ

イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
治
世
に
つ
い
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
「
彼
の
時
代
よ
り
も
大

き
な
団
結
と
生
活
が
人
間
を
結
び
つ
け
た
こ
と
は
な
い
。
（
中
略
）
彼
の
治
世
は

果
た
せ
る
か
な
極
め
て
成
功
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
（
一
一
〇
頁
）
こ
の
よ
う
に

危
機
の
時
代
に
お
い
て
は
国
王
、
有
力
者
と
も
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
な
紐
帯
の
み
な

ら
ず
、
親
族
や
友
人
の
紐
帯
で
関
係
の
安
定
化
を
企
図
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
紐
帯
の
収
束
が
歴
史
上
常
に
観
察
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

紐
帯
の
収
束
に
よ
っ
て
支
配
を
行
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
継
嗣
オ
ッ
ト
ー
大
帝

が
か
か
る
形
式
の
支
配
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
大
帝
は
父
が
結
ん
で

い
た
帝
国
内
の
有
力
者
と
の
友
愛
関
係
の
相
続
を
拒
絶
し
た
。
彼
は
王
国
支
配
の

た
め
の
錯
綜
し
た
紐
帯
を
整
理
し
、
カ
ー
ル
大
帝
時
代
の
よ
う
な
主
従
関
係
の
み

に
基
い
た
古
い
支
配
形
式
に
復
そ
う
と
し
た
。
オ
ッ
ト
ー
朝
で
は
例
外
を
除
き
．
娘

を
修
道
女
に
す
る
こ
と
で
、
有
力
者
と
の
親
族
関
係
の
紐
帯
が
生
じ
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
。
し
か
し
、
友
愛
関
係
を
拒
絶
さ
れ
た
有
力
者
は
激
し
い
フ
ェ
ー
デ
に

訴
え
た
の
で
、
彼
の
王
国
支
配
は
深
刻
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
同
時
期
に
西
フ

ラ
ン
ク
王
ル
イ
四
世
も
ま
た
、
ノ
ル
マ
ン
大
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
2
琶
庁
2
邑
に
書

目
§
濤
§
S
題
（
全
て
に
対
す
る
忠
誠
）
を
要
求
し
た
。

　
一
般
的
に
土
壁
同
体
的
紐
帯
と
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
紐
帯
の
対
立
は
良
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
両
概
念
が
常
に
対
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
共
同
体
に
お
い

て
も
制
度
的
安
定
を
志
向
す
れ
ば
執
行
機
関
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
シ
ヤ
フ

ト
的
集
団
に
お
い
て
も
支
配
を
有
効
に
行
お
う
と
す
れ
ば
共
同
体
的
紐
帯
を
受
容

す
る
。
高
度
な
政
治
決
定
に
関
与
し
、
国
王
権
力
を
七
島
せ
ん
と
す
る
有
力
者
側

の
意
図
を
斜
介
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
危
機
の
時
代
に
お
い
て
は
上
で
見
た
よ
う

に
、
国
王
と
有
力
者
、
皇
臣
は
友
人
関
係
を
結
ん
で
支
配
の
安
定
化
を
追
求
し

た
。
そ
し
て
、
危
機
が
去
れ
ば
国
王
は
友
人
関
係
か
ら
遠
ざ
か
り
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

的
な
紐
帯
へ
の
一
本
化
を
策
し
た
。
つ
ま
り
、
共
同
体
的
紐
帯
と
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

的
紐
帯
は
恒
常
的
敵
対
・
協
力
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
恒
常
的
緊
張
状
態
に

あ
っ
た
。

四
　
中
世
に
於
け
る
政
治
的
意
思
の
形
成
方
法

儀
礼

　
西
洋
中
世
世
界
は
多
く
の
分
野
で
慣
習
法
が
支
配
す
る
と
同
時
に
原
則
的
に
平

和
の
な
い
社
会
で
あ
っ
た
。
か
か
る
社
会
で
は
口
頭
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

制
限
さ
れ
、
身
振
り
、
慣
習
、
儀
礼
、
儀
式
等
の
多
様
な
非
言
語
の
記
号
が
物
事

の
様
態
を
知
ら
せ
た
。
原
則
的
非
平
和
は
未
知
の
人
物
と
の
遭
遇
を
危
険
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
　

か
ら
、
国
王
同
士
が
会
見
す
る
際
に
も
複
雑
な
儀
礼
的
行
動
を
行
っ
た
。
特
に
、

あ
る
人
物
の
序
列
を
非
言
語
の
記
号
で
示
す
こ
と
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。

九
四
八
年
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
教
会
会
議
を
共
同
主
宰
し
た
オ
ッ
ト
ー
大
帝
と
ル
イ
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西洋史論集

四
世
は
同
時
に
会
場
に
足
を
踏
み
入
れ
、
同
時
に
着
席
し
、
同
時
に
起
立
し
た
と

い
う
程
で
あ
る
。
中
世
の
諸
集
団
に
お
い
て
は
序
列
に
応
じ
て
迎
え
、
接
待
し
、

贈
与
す
る
こ
と
は
重
要
な
儀
礼
的
行
動
で
あ
っ
た
。
レ
ー
エ
ン
関
係
は
託
身
儀
礼

で
開
始
さ
れ
、
各
種
共
同
体
は
宣
誓
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
し
か
も
、
集
団
の
儀

礼
は
そ
の
開
始
時
に
の
み
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
酒
宴
、
祝
宴
、
協
議
、
闘
争

等
で
日
常
的
に
見
ら
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
集
団
に
於
け
る
儀
礼
を
考
察
す
る
こ
と

で
集
団
生
活
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
共
同
体
的
集
団
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
集
団
で
は
全
体
で
の
協
議
が
重
要
で
あ
っ

た
。
但
し
協
議
と
い
っ
て
も
近
代
的
議
会
の
如
き
討
論
で
は
な
く
、
固
定
さ
れ
た

形
式
に
従
っ
て
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
中
世
に
於
い
て
は
、
交
渉
や
協
議
は
平
和

的
雰
囲
気
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
様
な
交

渉
や
協
議
は
大
勢
が
意
見
を
表
明
し
つ
つ
結
論
を
得
た
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
中
世
の
協
議
は
二
段
階
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
段
階
は
特
別
な
信
頼
関

係
で
結
ば
れ
た
人
々
が
自
由
に
意
見
を
交
換
し
た
非
公
式
協
議
で
あ
り
、
第
二
段

階
が
全
体
で
の
公
式
協
議
で
あ
る
。
中
世
に
は
公
の
場
に
於
け
る
意
見
の
対
立
は

出
来
る
だ
け
避
け
よ
う
と
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
第
一
段
階
で
出
来
る
だ
け
多
数

の
人
々
と
自
由
に
意
見
交
換
可
能
な
人
物
は
中
世
の
政
治
力
場
で
力
を
持
っ
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
で
も
親
族
や
共
同
体
的
紐
帯
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
政
治
的
意
思
は
信
頼
し
て
い
る
人
々
の
集
団
の
中
で
形
成
さ
れ
、
最
終

的
に
公
の
協
議
に
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
に
意
見
を
表
明
す
る
人
物

の
序
列
や
位
階
が
考
慮
さ
れ
た
た
め
、
好
き
勝
手
に
訂
正
で
き
た
の
で
は
な
い
。

友
人
、
親
族
、
共
同
体
員
な
ど
を
自
由
に
動
員
で
き
る
者
だ
け
が
十
分
な
支
持
を

得
た
。
だ
か
ら
第
二
段
階
、
す
な
わ
ち
公
式
の
協
議
で
は
番
狂
わ
せ
は
起
こ
ら
ず

儀
式
と
化
し
た
。

　
中
世
の
集
団
で
は
闘
争
の
実
行
と
収
拾
に
も
儀
礼
が
用
い
ら
れ
た
。
中
世
の

人
々
は
フ
ェ
ー
デ
を
好
ん
だ
の
で
は
な
く
、
未
然
の
防
止
や
収
拾
の
努
力
は
行
わ

れ
た
。
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
は
国
王
に
対
す
る
フ
ェ
ー
デ
は
犯
罪
で
あ
っ
た
が
、

十
、
十
一
世
紀
に
は
国
王
す
ら
フ
ェ
ー
デ
の
対
象
に
な
っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
ニ
世

と
、
辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ユ
ヴ
ァ
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
激
し
く
争
っ

た
が
、
後
者
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
ニ
世
に
対
し
後
悔
の
念
を
伝
え
る
と
、
彼
は
辺
境
伯

を
数
ヶ
月
留
置
後
、
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司
教
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
要
求
で
、
元
の
地
位
に

復
さ
せ
た
。
城
も
一
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
と

ザ
ク
セ
ン
有
力
者
と
の
抗
争
で
も
、
ザ
ク
セ
ン
の
有
力
者
は
非
武
装
、
裸
足
で
う

な
だ
れ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
前
に
姿
を
現
し
無
条
件
降
伏
を
申
し
出
て
、
収
監
さ
れ

た
。
こ
の
後
で
、
国
王
は
公
然
と
寛
容
を
示
す
義
務
が
あ
っ
た
。
十
二
世
紀
の

フ
ェ
ー
デ
に
お
い
て
も
、
自
余
の
集
団
で
も
同
様
の
闘
争
収
拾
が
行
わ
れ
た
。

　
集
団
は
闘
争
終
結
だ
け
で
な
く
、
平
和
維
持
に
も
儀
礼
を
用
い
た
。
定
期
的
な

酒
宴
、
祝
宴
は
共
同
体
意
識
を
発
揚
し
、
平
和
的
雰
囲
気
を
醸
成
し
た
。
中
世
の

人
々
は
酒
宴
や
祝
宴
に
平
和
維
持
の
魔
術
的
効
果
を
狙
っ
た
の
で
は
な
く
、
平
和

的
で
陽
気
な
雰
囲
気
を
参
加
者
に
印
象
づ
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
共
同
体

で
の
酒
宴
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
領
域
に
お
い
て
も
国
王
の

即
位
式
、
結
婚
式
、
封
臣
と
国
王
の
祝
宴
は
参
加
者
の
序
列
秩
序
に
影
響
を
与
え

ず
に
国
王
と
参
加
者
の
心
理
的
距
離
を
縮
め
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
…
世
が
自
ら
の
結

婚
式
に
多
数
の
人
々
を
招
待
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
外
国
使
節
の
饗
応
も
こ
れ

に
含
ま
れ
る
。
『
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
の
民
会
で
の
酒
宴
や
従
士
団
の
酒
宴
か
ら
現
代

に
至
る
ま
で
共
同
の
飲
食
が
共
同
体
を
強
化
す
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
を
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知
悉
し
て
い
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
が
役
人
に
対
し
接
待
・
饗
応
を
受
け
ぬ
よ
う

に
命
令
し
た
と
き
に
、
「
古
風
な
」
中
世
は
終
幕
を
迎
え
た
。

『
中
世
に
於
け
る
政
治
の
ル
ー
ル
』

　
　
　
　
　
　
　
れ
ロ

新
を
狙
っ
て
い
る
。

で
は
一
層
明
確
に
「
野
蛮
な
」
中
世
像
の
革

介紹

五
　
終
わ
り
に

　
以
上
で
著
者
の
問
題
設
定
に
つ
い
て
筆
者
の
理
解
し
た
と
こ
ろ
を
簡
単
に
述
べ

た
。
本
稿
で
触
れ
た
本
書
の
結
論
を
再
度
確
認
す
る
。
第
　
に
初
期
中
世
の
政
治

力
学
の
場
で
は
親
族
集
団
よ
り
も
共
同
体
的
集
団
の
価
値
が
大
き
か
っ
た
。
第
二

に
各
種
人
的
紐
帯
は
恒
常
的
敵
対
・
協
力
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
不
断
の
緊

張
状
態
に
あ
っ
た
。
協
力
或
い
は
敵
対
に
傾
斜
す
る
の
は
状
況
次
第
で
あ
っ
た
。

第
三
に
「
国
家
」
の
な
い
中
世
は
決
し
て
ア
ナ
ー
キ
ー
な
の
で
は
な
く
、
平
和
維

持
の
た
め
の
独
自
の
方
法
を
発
達
さ
せ
て
い
た
。
確
か
に
中
世
に
は
「
国
家
」
は

存
在
し
な
か
っ
た
、
或
い
は
未
発
達
で
あ
っ
た
。
「
国
家
」
に
よ
る
暴
力
の
独
占

が
な
い
中
世
は
、
旧
来
の
研
究
で
は
、
暴
力
に
満
ち
た
「
野
蛮
」
「
陰
惨
」
な
世

界
と
描
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
、
中
世
人
は
、
権
力
国
家
が
法
に
よ
っ

て
生
存
を
保
証
し
て
い
る
世
界
に
住
む
現
代
人
が
、
即
座
に
は
理
解
し
難
い
方
法

で
、
支
配
を
行
い
、
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
国
王

と
有
力
者
の
友
愛
関
係
も
ま
た
政
治
的
安
定
を
目
指
し
た
中
世
人
の
行
動
と
し
て

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
親
族
贔
屓
、
公
的
関
係
と
私
的
関
係
の
混
交
、
非
言
語
の
記
号
に
よ
る
序
列
・

身
元
の
呈
示
、
共
同
の
飲
食
に
よ
る
連
帯
感
の
醸
成
は
、
中
世
の
み
な
ら
ず
現
代

に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
と
現
代
が
本
質
的
に
異
質
で
あ
る
か
ど

う
か
検
討
を
要
す
る
と
い
う
問
題
提
起
で
本
書
は
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は

註
（
1
）
Ω
①
a
≧
身
。
舜
O
§
ミ
δ
跨
ミ
鳳
§
翁
寒
欝
ミ
慰
跨
§
魁
肉
§
騎
蹄
§
§
§
O
§
ω
＄
緯
お
Φ
①
●

（
2
）
O
①
a
≧
窪
。
捧
憩
贈
薫
ミ
忌
壕
ぎ
N
ミ
ミ
§
奪
潜
ミ
ミ
き
§
§
§
帖
書
識
§
ミ
聖
ミ
§
§
軋

　
諭
評
戚
魯
O
p
。
円
目
ω
富
黛
同
Φ
Φ
刈
・

（
3
）
原
語
表
記
O
巨
噂
や
9
び
貯
島
§
o
q
露
§
島
O
崔
署
Φ
呂
①
乱
冨
魚
三
目
冨
鋒
①
蕊
審
5

（
4
）
原
語
表
記
憲
頒
無
二
冠
負
3
自
①
岩
団
㈹
ヨ
巴
ω
。
滞
H
ω
魯
騰
臨
搾
酵
舞
旨
屋
樽
轡
①
国
聾
舞

（
5
）
Ω
①
a
翻
回
δ
呂
8
驚
き
醤
電
黛
ミ
§
軌
の
隷
ミ
§
恥
§
軌
ミ
導
ミ
爲
ミ
翁
b
§
駐
簿
§
肉
§
隷
舞

　
謬
｛
目
興
回
O
ω
ρ

（
6
）
鑛
。
冨
①
田
。
お
簿
ρ
竈
僑
著
き
§
§
ミ
婁
帖
蕊
§
鳴
ミ
§
，
餐
§
ミ
ミ
ミ
ぎ
ミ
画
餐
ミ
ミ
N
ミ

　
劉
ミ
ぎ
恥
§
§
ミ
魯
。
。
旙
欝
臣
彪
魯
H
⑩
。
。
①
．

（
7
）
咽
帥
覧
閃
禽
象
岩
巳
≦
Φ
彗
Φ
さ
切
＆
2
冨
蝕
①
》
α
£
ω
融
ヨ
一
己
目
冒
閃
①
凶
9
医
β
。
駿
脅
ω

　
Φ
δ
し
。
①
只
き
、
ミ
ミ
O
、
息
獅
富
ぴ
§
恥
§
運
河
蕊
織
〉
貯
ら
ミ
S
§
㌍
鐸
ω
㈹
．
＜
自
証
㊤
σ
窪
目
磐
P

　
O
⇔
。
・
ω
①
置
。
ほ
お
①
μ
ω
．
Q
。
ω
－
窓
b
o
）
．

（
8
）
ア
ル
ト
ホ
フ
は
騎
§
ミ
識
§
の
訳
語
と
し
て
野
窪
a
。
。
畠
鋒
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
我
が
国
で
は
増
田
四
郎
氏
が
『
西
欧
市
民
意
識
の
形
成
』
第
三
章
「
商
人
ギ
ル
ド
考
」
に
お

　
い
て
、
騎
§
昏
ミ
蕊
に
「
友
愛
関
係
」
の
訳
を
あ
て
て
お
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
倣
っ

　
て
、
津
Φ
§
留
。
冨
陣
に
対
し
て
も
「
友
愛
関
係
」
の
訳
を
採
用
し
た
。
ま
た
「
友
愛
関
係
」

　
に
入
っ
た
人
物
を
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
、
「
友
人
」
と
し
て
お
い
た
。
本
稿
全
体
を
通
じ

　
て
、
特
に
術
語
の
訳
出
・
使
用
に
不
備
な
箇
所
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
読
者
諸
賢
の
御
叱

　
正
を
賜
り
た
い
。

（
9
）
序
列
観
念
・
名
誉
観
念
が
強
く
持
た
れ
た
中
世
に
於
い
て
は
公
の
場
で
の
意
見
衝
突
は
避

　
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
全
体
で
の
公
式
協
議
の
前
に
意
見
交
換
を
行
う
非
公
式

　
協
議
を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
で
友
人
・
親
族
の
よ
う
な
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み

　
が
忌
揮
な
く
意
見
交
換
で
き
た
。

（
1
0
）
ク
ロ
ー
ヴ
イ
ス
は
ラ
グ
ナ
カ
ー
ル
王
禽
ミ
§
瀞
ミ
）
の
捕
虜
に
な
っ
た
と
き
平
静
で
あ
っ

　
た
。
彼
は
偽
の
金
を
ラ
グ
ナ
カ
ー
ル
王
の
従
士
に
賄
賂
と
し
て
贈
っ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
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捕
虜
の
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
に
自
ら
の
主
人
を
売
っ
た
。

（
1
1
）
年
代
記
作
者
の
ヴ
イ
ド
ゥ
キ
ン
ト
は
九
二
九
年
の
遠
征
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て

　
い
る
。
「
夜
明
け
に
印
が
与
え
ら
れ
、
彼
ら
は
秘
蹟
を
受
け
て
、
誰
も
が
ま
ず
侍
大
将

　
（
謬
置
げ
霞
筥
）
に
誓
い
、
そ
れ
か
ら
目
前
に
迫
っ
た
戦
争
の
た
め
に
一
方
が
他
方
に
助
力
を
誓

　
約
し
た
」
戦
争
に
お
い
て
さ
え
も
、
封
臣
の
間
で
は
個
別
の
協
定
な
し
に
は
援
助
義
務
が
生

　
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
2
）
六
三
八
年
或
い
は
六
三
九
年
初
め
、
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
一
世
は
逝
去
し
た
。
彼
に
は
十
歳
の
シ

　
ギ
ベ
ル
ト
三
世
と
五
歳
に
な
る
ク
ロ
ー
ヴ
イ
ス
ニ
世
と
い
う
子
が
居
た
。
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア

　
は
既
に
シ
ギ
ベ
ル
ト
三
世
を
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
の
死
以
前
に
王
と
し
て
戴
い
て
い
た
が
、
ネ
ウ
ス

　
ト
リ
ア
・
ブ
ル
グ
ン
ト
王
国
は
寡
婦
ナ
ン
テ
イ
ル
ド
（
Z
磐
巳
α
）
と
宮
宰
ア
エ
ガ
が
統
治
す

　
る
。
宮
宰
大
ピ
ピ
ン
と
彼
の
支
持
者
は
、
幼
い
シ
ギ
ベ
ル
ト
三
世
が
当
然
受
領
す
べ
き
遺
産

　
を
要
求
し
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
の
利
害
を
守
っ
た
。
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
一
世
死
去
前
後
の
ピ
ピ
ン

　
の
動
向
は
、
閃
臨
。
罵
ω
o
罠
①
睦
負
b
靱
き
ミ
帆
ミ
き
P
詫
鋤
α
q
ρ
ω
欝
偉
o
Q
樽
ρ
じ
¢
Φ
臣
戸
囲
O
ぼ
回
O
¢
N

　
Q
。
・
回
刈
尚
O
を
参
照
。

（
1
3
）
九
二
一
年
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
と
シ
ャ
ル
ル
単
純
王
が
ボ
ン
近
郊
の
ラ
イ
ン
川
で
十
一
月
四

　
日
両
岸
で
互
い
に
見
つ
め
合
っ
た
。
三
日
後
彼
ら
は
川
の
中
に
係
留
さ
れ
て
い
た
第
三
者
の

　
船
に
お
り
、
8
§
餐
ミ
§
を
開
催
し
、
宣
誓
し
た
上
で
友
好
条
約
を
締
結
し
た
。

（
1
4
）
本
稿
稿
了
直
前
に
G
・
ア
ル
ト
ホ
フ
、
H
・
W
・
ゲ
ッ
ツ
、
E
・
シ
ュ
ー
ペ
ル
．
ト
分
担
執
筆

　
に
よ
る
嚢
§
§
藝
奪
き
藝
§
穂
瓢
§
黛
§
§
奪
彗
ω
轟
戸
＄
o
。

　
が
公
刊
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
著
者
は
同
様
の
問
題
関
心
で
筆
を
と
っ
て
い
る
。
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